
One meeting
低・脱炭素社会を目指す動きが世界で
広がるいま、燃やしても二酸化炭素（CO₂）を
出さないアンモニア(NH₃)に注目が集まっている。
その可能性に着目し、日本での発電燃料としての
導入を目指す岡崎敦さん。彼の原動力となった
欧州での体験、人との出会いとは？
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　現在、私はアンモニアを発電燃料として
日本に導入するプロジェクトに携わってい
ます。燃やしてもCO₂を排出しないアンモ
ニア。これを発電に利用すれば、CO₂を排
出しない、いわゆる脱炭素社会の実現に
大きく貢献できます。
　世界に先がけて脱炭素社会を目指す
ヨーロッパでは、CO₂の排出量が多い石炭
火力発電を廃止する動きが急速に広がっ
ています。しかし、エネルギー自給率が低い
日本や経済性が重視される新興国では、
石炭火力発電からの一足飛びの脱却が難
しいという現状もあります。こういった課題
に対する解決方法の一つにアンモニアの
活用があります。アンモニアを石炭に混ぜ
て燃焼することで、既存のインフラを使い
ながら、段階的に温室効果ガスの排出を削
減することが可能になります。さらには、ア
ンモニアを水素と窒素に分解し、そのまま
発電燃料として活用したり、分解した水素
を国内に供給したりすることに関する研究

開発なども進んでいます。低・脱炭素社会
へ移行していくうえで、燃料アンモニアには
大きなポテンシャルがあると考えています。
　環境に関わる事業に取り組むうえで糧と
なっているのが、入社6年目からのロンドン
駐在経験です。現地でとくに感銘を受けた
のは、欧州の人々の環境意識の高さです。
また、欧州各国の政府も理想を掲げるだけ
でなく、CO₂排出量に応じた課金や環境対
応型家電・住宅購入への補助金などの制
度を策定しており、市民・企業に対する環境
問題への意識付けのうまさを実感しまし
た。駐在の後半には、欧州各地での次世代
燃料に関する調査やヒアリング、評価など
の事業開発にも携わりました。最先端の取
り組みの知見が得られ、現在の脱炭素社会
を読み解く軸として大いに役立っています。
　先輩や上司からも多くのことを学びまし
た。入社4年目、社内で指摘されたリスク
を理由に新規案件を諦めようとして、「どっ
ちを向いて仕事をしているんだ？」と上司

から言われたことがあります。この案件が
実現したら社会や環境にどんな意義があ
るのか、理想の未来を想像することなく、
案件を進めていく際のハードルに目が
行って安易に見送ろうとした姿勢を正され
たのです。以来、私はどんな案件も社会的
な意義や将来の可能性を考え、できない
理由を探すのではなく、まずはチャレンジ
しようと思うようになりました。
　アンモニアを発電燃料として使うには、
まだコスト面や流通面など、まさに「ハード
ル」がいくつもあります。しかし、それを乗
り越えた先には、新しい社会の姿がありま
す。持続可能な地球環境を次世代につな
ぐ。そんな未来を見すえ、まずは目の前の
仕事に着実に取り組む。そして自分の子ど
もが大きくなったとき、「これがお父さんの
仕事だ」と胸を張って語れるような仕事を
したいと思っています。　
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［監修］「次世代につなぐ持続可能なバトン」
アンモニアによる低・脱炭素社会への挑戦

ロンドン駐在中のチームメンバー

水素社会を支える
「アンモニア」
　低・脱炭素社会を担うエネルギーとして
期待されているのが水素エネルギー。しか
し水素は運搬や貯蔵が難しく、そのための
コストは膨大なものになる。そこで水素を安
価で効率よく移動、貯蓄するための手段（水
素キャリア）として注目されているのが、窒素
と水素の化合物であるアンモニアだ。すで
に日本でもアンモニア燃料電池やアンモニ
ア燃料によるタービン発電などの低・脱炭
素技術の研究開発が進んでいる。


